
新
緑
の
遊ゆ

鶴づ
り

羽は

棚
田
風
景

　
（
北
宇
和
郡
松
野
町
奥
内
地
区
）

　

全
国
棚
田
百
選
に
も
選
ば
れ
た

新
緑
も
鮮
や
か
な
棚
田
で
す
。

　

｢

耕
し
て
天
に
至
る｣

と
い
う
こ

と
ば
に
も
あ
る
よ
う
に
、
先
人
た

ち
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
見
事

な
ま
で
の
里
山
の
風
景
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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商
工
会
連
合
会
は
、
平
成
二
十

七
年
度
通
常
総
会
を
、
五
月
二
十

二
日
、
四
国
経
済
産
業
局
長
及
び

愛
媛
県
知
事
、
愛
媛
県
議
会
議
長

を
始
め
、
多
数
の
来
賓
の
ご
臨
席

を
得
て
開
催
し
た
。

　

初
め
に
村
上
会
長
が
、
日
本
経

済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
都

市
部
に
お
い
て
は
緩
や
か
な
回
復

基
調
が
続
い
て
い
る
が
、
地
域
経

済
を
支
え
て
い
る
中
小
・
小
規
模

企
業
は
そ
の
実
感
が
乏
し
く
、
未

だ
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

政
府
は
、
昨
年
六
月
「
小
規
模
企

業
振
興
基
本
法
」
を
新
た
に
制
定

す
る
と
と
も
に
、「
小
規
模
企
業

支
援
法
」
を
改
正
し
、
小
規
模
企

業
に
重
点
を
置
い
た
施
策
が
打
ち

出
さ
れ
た
。

　

我
々
商
工
会
は
、
小
規
模
基
本

法
の
趣
旨
を
充
分
認
識
し
、
伴
走

型
の
経
営
発
達
支
援
や
地
域
経
済

活
性
化
に
向
け
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
会
員
ニ
ー
ズ
が
高
度
で

専
門
的
、
或
い
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
今

年
度
よ
り
、「
広
域
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
適
切
な
支

援
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
お

り
、
さ
ら
に
、
今
年
度
も
引
き
続

き
県
や
金
融
機
関
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
企
業
支
援
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
に
も
努
め
る
旨
の
挨
拶
を

し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
四
国
経
済
産

業
局
長
、
愛
媛
県
知
事
、
愛
媛
県

議
会
議
長
か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

議
長
に
は
土
居
町
商
工
会
好
井

幸
三
郎
会
長
が
選
任
さ
れ
、
平
成

二
十
六
年
度
の
事
業
報
告
書
・
収

支
決
算
書
承
認
の
件
を
始
め
、
五

議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

承
認
、
議
決
し
た
。

　

第
五
号
議
案
の
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
で
は
、
次
の
方
々
が

新
役
員
に
決
定
さ
れ
た
。

■
新
役
員

◦
会
長

　

村
上　

友
則
（
し
ま
な
み
）

◦
副
会
長

　

越
智　

俊
充
（
東
温
市
）
新
任

　

西
﨑　
　

徹
（
津
島
町
）

◦
専
務
理
事

　

長
野　

侯
二

◦
理
事

　

寺
井　

政
博
（
越　

智
）
新
任

　

倉
本　

睦
男
（
上
島
町
）

　

石
橋　
　

博
（
中　

島
）

　

大
西　
　

光
（
砥
部
町
）
新
任

　

酒
口　
　

強
（
内
子
町
）

　

若
松　
　

勲
（
保
内
町
）

　

岡
本　

國
和
（
鬼
北
町
）
新
任

　

加
藤　

勝
恵
（
松
野
町
）

　

山
田　

宏
介
（
県
青
連
）
新
任

　

西
岡
千
代
子
（
県
女
性
連
）

◦
監
事

　

好
井
幸
三
郎
（
土
居
町
）
新
任

　

上
岡　
　

茂
（
川　

上
）

　

な
お
、
新
任
商
工
会
会
長
、
退

任
県
連
役
員
、
退
任
商
工
会
会
長

は
次
の
と
お
り
。

◦
新
任
商
工
会
会
長

　

渡
部　

英
志
（
周　

桑
）

　

萩
山　

陽
右
（
北　

条
）

　

大
野　

正
志
（
久
万
高
原
町
）

　

久
保　
　

榮
（
双
海
中
山
）

　

井
上　

喜
樹
（
伊
方
町
）

◦
退
任
県
連
役
員

　

久
保　

芳
文
（
双
海
中
山
）

　

関
野　

邦
夫
（
周　

桑
）

　

廣
瀨　

秀
晴
（
伊
方
町
）

　

篠
原　

成
行
（
北　

条
）

　

束
村　

温
輝
（
県
青
連
）

◦
退
任
商
工
会
会
長

　

沼
田　

洋
一
（
久
万
高
原
町
）

■
平
成
二
十
六
年
度
優
良
商
工
会

①
商
工
貯
蓄
共
済
事
業

【
優
秀
賞
（
貯
蓄
共
済
）】

　

土
居
町
、
中
島
、
双
海
中
山
、

　

保
内
町
、
津
島
町
、
愛
南
町

【
優
秀
賞
（
医
療
保
障
特
約
型
）】

　
し
ま
な
み
、
伊
方
町
、
西
予
市
、

　

津
島
町

【
特
別
賞
】

　

北
条
、
中
島
、
津
島
町

【
特
別
優
秀
賞
】

　

土
居
町
、
保
内
町
、
津
島
町

②
ほ
の
ぼ
の
共
済
事
業

【
優
秀
賞
】
し
ま
な
み
、
北
条
、

　

内
子
町
、
保
内
町
、
伊
方
町
、

　

津
島
町
、　

松
野
町

【
特
別
賞
】
し
ま
な
み
、
北
条

■
今
年
度
の
重
点
事
業

　

平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
計
画

は
次
の
と
お
り
。
※
平
成
二
十
七

年
三
月
二
十
五
日
開
催
の
臨
時
総

会
に
て
決
議
。

①�

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
を
踏

ま
え
た
小
規
模
企
業
支
援
施
策

の
強
力
な
推
進

・�

経
営
発
達
支
援
計
画
の
全
商
工

会
早
期
認
定

・�

経
営
発
達
支
援
事
業
の
積
極
的

推
進

・
広
域
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
推
進

②�

提
案
型
の
経
営
支
援
・
巡
回
訪

問
の
推
進
強
化

③
組
織
基
盤
の
強
化

・
会
員
増
強
運
動
の
実
施

・
商
工
会
再
生
指
針
の
徹
底

・�

自
主
財
源
確
保
の
た
め
の
共
済

事
業
の
推
進

④�

職
員
の
支
援
体
制
及
び
資
質
向

上
対
策
の
推
進

・�

職
員
の
資
質
向
上
対
策
の
推
進

・�

組
織
全
体
の
人
材
育
成
体
系
の

見
直
し

平
成
二
十
七
年
度 

商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
開
催

～
会
長
に
村
上
会
長（
し
ま
な
み
）を
再
任
～

再任された村上会長

愛媛県商工会連合会新役員

●
●
●

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、

四
月
二
十
七
日（
月
）国
際
ホ
テ
ル

松
山
で
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
部
員
増
強
が

顕
著
で
あ
っ
た
川
上
商
工
会
青
年

部
及
び
上
島
町
商
工
会
青
年
部
に

対
し
て
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
保
内
町
商
工
会
青

年
部
の
宮
田
部
長
が
議
長
に
選
出

さ
れ
、
出
席
者
の
協
議
の
も
と
、

二
十
六
年
度
事
業
報
告･

収
支
決

算
、
二
十
七
年
度
事
業
計
画･

収
支

予
算
、
任
期
満
了
に
伴
う
新

役
員
の
選
任
が
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
指
導
者
研

修
会
を
開
催
、
最
初
に
主
張

発
表
県
大
会
が
行
わ
れ
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
か
ら
青
年

部
活
動
を
通
じ
た
地
域
振

興
の
成
果
な
ど
が
発
表
さ
れ

た
。

　

審
査
の
結
果
、
西
予
エ
リ

ア
選
出
の
大
野
拓
也
副
部
長

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
九
月

二
日（
水
）に
徳
島
市
で
開
催

さ
れ
る
中
四
国
大
会
に
愛
媛
県
代

表
と
し
て
出
場
す
る
。

　

続
い
て
、
愛
媛
県
商
工
会
青
年

部
連
合
会
会
長
で
あ
る
束
村
温
輝

氏
よ
り
、『
ム
ー
ビ
ー
か
ら
学
ぶ

全
て
は
あ
な
た
の
思
考
か
ら
始
ま

る
無
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
の
テ
ー

マ
で
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
思

考
か
ら
生
ま
れ
る
創
造
力
と
行
動

力
の
大
切
さ
を
、
ム
ー
ビ
ー
を
交

え
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
解
説

頂
い
た
。

【
県
青
連
　
新
役
員
】

会　
　

長
山
田
宏
介（
砥
部
町
）

副
会
長
藤
田
純
矢（
上
島
町
）

　

〃　

中
島
敏
行（
松
前
町
）

　

〃　

加
藤
裕
介（
長
浜
町
）

　

〃　

新
倉
匡
宏（
鬼
北
町
）

常
任
委
員
長
井
慶
太（
土
居
町
）

　

〃　

阿
部
康
弘（
越　

智
）

　

〃　

桑
原
明
裕（
東
温
市
）

　

〃　

壽
野
博
志（
砥
部
町
）

　

〃　

尾
花
慎
太
郎（
内
子
町
）

　

〃　

和
氣
宗
一
郎（
西
予
市
）

　

〃　

稲
垣
雅
和（
吉
田
三
間
）

　

〃　

金
谷
裕
貴（
松
野
町
）

監
査
委
員
玉
井
英
貴（
周　

桑
）

　

〃　

川
上
和
洋（
川　

上
）

【
青
年
部
主
張
発
表
結
果
】

最
優
秀
賞
大
野
拓
也（
川　

上
）

優
秀
賞
日
野
林
一
樹（
砥
部
町
）

敢
闘
賞
曽
我
部
数
也（
周　

桑
）

　

〃　

新
倉
匡
宏（
鬼
北
町
）

　

女
性
部
連
合
会
は
、
五
月
七
日

（
木
）メ
ル
パ
ル
ク
松
山
に
お
い
て

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
部
員
増
強
に

功
績
の
あ
っ
た
三
商
工
会
女
性
部

が
表
彰
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
鬼
北
町
の
二
宮
部

長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
二
十
六

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、

二
十
七
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
、会
則
の
一
部
改
正
、新
役
員
の

選
任
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

　

終
了
後
、
指
導
者
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
真
言
宗
御
室
派�

願

成
寺
住
職�

大
西
智
城
氏
よ
り
、

「
笑
っ
て
会
社
経
営
」
の
テ
ー
マ

で
、
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

大
西
氏
は
、
笑
い
や
、
言
葉

遊
び
を
通
じ
て
、
心
が
健
康
で

あ
る
こ
と
、
体
が
健
康
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
地
域
で
生
き
て

い
く
、
と
い
う
事
は
ど
う
い
う

こ
と
か
を
説
い
た
。

※
新
役
員
は
次
の
と
お
り
。

【
女
性
部
　
新
役
員
】

会　
　

長
西
岡
千
代
子（
内
子
町
）

副
会
長
壷
内
真
由
美（
周　

桑
）

　

〃　

竹
口
禮
子（
砥
部
町
）

　

〃　

土
居
美
幸（
愛
南
町
）

常
任
委
員
萩
尾
房
子（
土
居
町
）

　

〃　

中
司
み
な
え（
し
ま
な
み
）

　

〃　

野
間
と
し
子（
東
温
市
）

　

〃　

中
島　

瞳（
松
前
町
）

　

〃　

稲
月
朝
美（
内
子
町
）

　

〃　

阿
部
正
美（
伊
方
町
）

　

〃　

原
田　

静（
西
予
市
）

　

〃　

二
宮
恵
美（
鬼
北
町
）

監
査
委
員
中
浦
一
美（
上
島
町
）

　

〃　

石
丸
孝
子（
久
万
高
原
町
）

県
青
連
・
県
女
性
連

平
成
二
十
七
年
度
通
常
総
会
開
催

川上商工会青年部
大野拓也副部長

県女性連新役員

大西智城氏

県青連新役員

青
年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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　今年、10月から、国民一人一人にマイナンバー（個人番号）が通知され、来年１月から番号が利用開始さ
れます。また、民間事業者も税や社会保障の手続きでマイナンバーを取り扱うことになります。

◦�社会保障・税制度の効率性・透明性を高め、国民にとって利便性の高い公平・公正な社会
を実現することを目的として、社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）が導入されます。
◦�平成27年10月から、個人番号・法人番号が通知され、平成28年１月から順次利用が開始
されます。
◦�税分野では、申告書や法定調書など、税務署に提出する税務関係書類に個人番号・法人番
号を記載することによって、税務行政の効率化及び納税者サービスの向上などが期待され
ています。

◦�個人番号は、12桁の番号で、住民票を有する国民全員に１人１つ指定され、市区町村から通知されます。
　また、住民票を有する中長期在留者や特別永住者等の外国籍の方にも同様に指定・通知されます。
◦�個人番号は、「通知カード」により、住民票の住所に通知されます。
◦�個人番号の利用範囲は、番号法に規定された社会保障、税及び災害対策に関する事務に限定されています。

◦�法人番号は、13桁の番号で、設立登記法人などの法人等に１法人１つ指定され、国税庁から通知されます。なお、
法人の支店や事業所には指定されません。
◦�法人番号は、書面により通知を行うこととしており、例えば、設立登記法人については、番号の指定後、登記
上の本店所在地に通知書をお届けします。
◦�法人番号は個人番号とは異なり、原則として公表され、どなたでも自由にご利用いただくことができます。

◦�申告書及び法定調書などを提出する方は、これらの税務関係書類に個人番号や法人番号を記載することが求め
られます。
　①所 得 税：平成28年１月１日の属する年分以降の申告書から
　②法 人 税：平成28年１月１日以降に開始する事業年度に係る申告書から
　③法定調書：平成28年１月１日以降の金銭等の支払等に係る法定調書から（※）

　④申請書・届出書：平成28年１月１日以降に提出すべき申請書等から
　　（※）法定調書の対象となる金銭の支払を受ける者等の番号も記載する必要があります。

社会保障・税番号制度〈マイナンバー〉について

社会保障・税番号制度の概要

個人番号について

法人番号について

税務関係書類への番号記載時期について

◦内閣官房「社会保障・税番号制度」ホームページ
　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html
◦マイナンバーのコールセンター（全国共通ナビダイヤル）０５７０－２０－０

（マ

１
イ

７
ナン

８
バー）

　※ナビダイヤルは通話料がかかります。　平日９時30分～17時30分（土日祝日・年末年始を除く。）

社会保障・税番号制度の最新情報やお問い合わせ

◎社会保障・税番号制度の詳細やお問い合わせは

国税に関する社会保障・税番号制度（法人番号を含む）の最新情報

国税庁ホームページの� 社会保障・税番号制度〈マイナンバー〉�のバナーをクリック
　http://www.nta.go.jp/mynumber info/index.htm
最新情報は、随時更新していきますので、お知らせコーナーをご覧ください。

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

商
工
会
の
会
計
シ
ス
テ
ム
「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
」
で
経
営
の
合
理
化
を
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■
店
舗
紹
介
　

　

店
主
の
岩
越
竜
司
さ
ん
は
、
京

都
の
料
亭
で
十
年
間
修
業
を
積
み
、

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
す
し
技
術
コ
ン

ク
ー
ル
大
会
に
お
い
て
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
経
歴
が
あ
る
方
で
す
。

　

故
郷
で
開
業
し
た
い
と
い
う
強

い
志
か
ら
、
長
年
勤
め
た
料
亭
を

辞
め
て
、
平
成
十
九
年
三
月
に
寿

司
居
酒
屋
「
と
と
や
」
を
開
業
し

ま
し
た
。
地
元
漁
師
か
ら
直
接
仕

入
れ
た
瀬
戸
内
海
の
新
鮮
な
魚
は

鮮
度
抜
群
で
固
定
客
も
年
々
増
え

て
い
ま
す
。

■
補
助
金
利
用
の
き
っ
か
け

　

開
業
し
た
当
時
に
作
っ
た
宴
会

用
座
敷
の
定
員
が
一
二
名
だ
っ
た

た
め
、そ
れ
以
上
の
人
数
は
、キ
ャ

ン
セ
ル
す
る
場
合
も
あ
り
、「
座

敷
を
広
げ
て
も
ら
え
ば
も
っ
と
利

用
で
き
る
の
に
」
と
お
客
様
か
ら

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一

人
で
来
店
さ
れ
る
お
客
様
は
、
カ

ウ
ン
タ
ー
が
無
か
っ
た
た
め
、
四

人
用
の
テ
ー
ブ
ル
席
に
一
人
で
座

る
し
か
な
く
、「
満
席
の
時
は
一

人
で
座
る
の
は
気
兼
ね
す
る
の

で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ
れ
ば
ゆ
っ

く
り
食
事
が
で
き
る
」
と
の
要
望

も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
宴
会
席
の
定
員
を
増

や
す
こ
と
と
、
お
一
人
様
で
も
気

兼
ね
な
く
来
店
で
き
る
よ
う
に
改

装
す
る
た
め
に
補
助
金
を
利
用
し

ま
し
た
。

■
具
体
的
な
取
組
内
容

①�

座
敷
を
改
装
し
、
宴
会
の
定
員

を
二
〇
名
に
す
る
。

②�

お
一
人
様
に
対
応
し
た
カ
ウ
ン

タ
ー
席
を
新
た
に
設
置
す
る
。

③�

食
材
の
み
ず
み
ず
し
さ
を
保
つ

ネ
タ
ケ
ー
ス
を
導
入
す
る
。

■
取
組
の
効
果

　

当
地
域
は
高
齢
化
が
進
み
、
足

に
痛
み
が
あ
る
方
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
持
続
化
補
助
金

を
申
請
し
、
座
敷
を
「
掘
り
ご
た

つ
」
に
改
装
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
し
、
地
域
の
方
に
食
事

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
店
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
有
効
活
用（
事
例
）

　
　
　
事
業
所
名
　
と
と
や
　
　
代
表
者
名
　
岩
越
　
竜
司 

氏

　
　
　
所
在
地
　
越
智
郡
上
島
町
弓
削
下
弓
削
二
一
〇

代表者　　岩越　竜司氏

①座敷を改装し宴会の定員増（座敷を間仕切りしていた壁を解体し、可動式の簡易パネルに改修）

②�お一人様に対応したカウンター席を新た
に設置（可動式カウンター）

認
定
支
援
機
関
の
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う



− 6−

2015/06No.282

　社会保険の「算定基礎届」は、原則として１年に１度全ての被保険者を対象にして、その４・５・６月の
支払い給与を基礎に１年間の標準報酬月額を決定します。

支払基礎日数
・支払基礎日数は、報酬を計算する基礎となった日数を記入します。
　※�翌月払いの時などは注意が必要です。（例：末締め・翌５日払いの場合・３月分給与→４月５日支払。）
・�４月の基礎日数は、３月分の報酬を計算する基礎となった日数ですので、月給制・欠勤控除等なしの場合
は、４月の基礎日数は31日です。

月給制・週休制の支払基礎日数
・�通常は、給与の計算基礎には休日や有給休暇も含まれるため、出勤日数に関係なく給与の支払対象期間の
暦日数が支払基礎日数となります。
・�ただし、欠勤日数分だけ給与が減額される場合は、就業規則、給与規程等に基づいて事業所が定めた日数
から欠勤日数を差し引いた日数が支払基礎日数となります。

日給制の支払基礎日数
・出勤日数が支払基礎日数となります。有給休暇を取得した場合は、出勤日数に含めます。

算定の対象となる月
・�４月、５月、６月のうち報酬の支払基礎日数が17日以上ある月が算定の対象となります。ただし、パート
タイマーの方は下記の通りとなります。
　①�４、５、６月の３カ月間のうち支払基礎日数が17日以上の月の報酬月額の平均により算定された額とす

ること。
　②�４、５、６月の３カ月間のうち支払基礎日数がいずれも17日未満の場合は、その３カ月のうち支払基礎

日数が15日以上17日未満の月の報酬月額の平均により算定された額をもって、保険者算定による額とす
ること。

　③�４、５、６月の３カ月間のうち支払基礎日数がいずれの月についても15日未満の場合は、従前の標準報
酬月額をもって当該年度の標準報酬月額とすること。

　技術上の発明等の知的財産は、中小企業にとっても重要
な課題となっており、昨年に引き続き日本弁理士会四国支
部と連携し課題解決を支援します。

問合せ先
愛媛県商工会連合会　広域サポートセンター
TEL　089−924−1103／FAX089−922−0249

●日時
　毎月第２木曜日　午後１時～午後４時
　予約制（３日前までにお申し込み下さい。）
　※予約が無い場合は実施しません

●相談内容
　特許・実用案件・意匠・商標に関する出願他

●会場
　　愛媛県商工会連合会　２階相談室

社会保険「算定基礎届の注意点」について〈算定基礎届は正しく届けましょう〉

特許無料相談会

小
さ
な
掛
金
、
大
き
な
保
障
。
商
工
貯
蓄
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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国
安
青
果
は
一
九
五
〇
年
創

業
、
県
産
か
ん
き
つ
類
の
販
売
を

手
が
け
て
い
る
。
先
代
の
国
安
正

夫
氏
が
業
績
を
確
立
、

Ｂ�

ｔ
ｏ�

Ｂ
取
引
を
主

体
に
、
宅
配
販
売
方
式

に
も
業
態
を
拡
大
、
現

社
長
の
国
安
敏
氏
は
、

ネ
ッ
ト
販
売
に
も
進

出
。
二
〇
〇
五
年
一
二

月
、
楽
天
市
場
で
サ
イ

ト
を
オ
ー
プ
ン
。
当
初

は
、
同
社
に
と
っ
て
試

験
的
取
り
組
み
で
も
あ

り
、
売
上
は
低
迷
し
て

い
た
が
、
本
格
的
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
楽
天

市
場
二
〇
一
四
年
の

「
肉
・
野
菜
・
フ
ル
ー

ツ
」
部
門
で
最
高
賞
を

受
賞
。

　

事
業
後
継
者
も
育

ち
、
栗
や
柑
橘
類
以
外

の
農
産
物
に
加
え
、
近
隣
他
社
の

商
品
も
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
出

品
。
通
年
商
材
の
充
実
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。

（
写
真
は
右
が
社
長�

敏
氏
、
左
が

子
息�

健
太
さ
ん　

於
：
南
海
放

送
も
ぎ
た
て
テ
レ
ビ
取
材
）

国
安
青
果
株
式
会
社

　

代
表　

国
安　
　

敏�

氏

八
幡
浜
市
保
内
町
川
之
石

1

−

56

−

1

℡
〇
八
九
四

−

三
六

−

二
二
〇
〇

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

事業承継 皆さまの事業承継に関する
お悩みを解決します！
ご相談は、まず伊予銀行へ！

お問い合わせはお近くの〈いよぎん〉の窓口または、下記までお問い合わせください。

089-931-9640 iyo016ova6@iyobank.co.jp
（平成27年5月8日現在）

事業承継のほか、医療介護経営支援、退職金制度、遺言信託等に関する
多彩なソリューションメニューをご用意しております。

人的承継物的承継

●出資持分の後継者へ
のスムーズな移転
●出資持分評価の引き
下げ

相続対策 ●遺産分割の対策支援
●相続税や贈与税の納付資金の確保

●後継者の育成支援
●第三者への事業承継
支援

事業承継のポイント

事業承継

いよぎん
コンサルティング
サービス

C O N S U L T I N G  S E R V I C E

□事業承継広告原稿　サイズ：173×92㎜（カラー）

新しい力が、明日をつくる。

経
営
者
の
「
よ
ろ
ず
相
談
所
」
商
工
会
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
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有
限
会
社 

山
口
屋

北
宇
和
郡
松
野
町
吉
野

　　
（
松
野
町
立
松
野
中
学
校
二
年
生
）

曽

我
　

朱

莉

ち
ゃ
ん

あ

か

り

 

「
何
が
大
切
?!
」

　

う
ち
の
店
は
、
江
戸
時
代
か
ら

続
き
、父
で
十
代
目
に
な
り
ま
す
。

　

父
と
母
、
祖
母
、
そ
し
て
長
い

間
勤
め
て
く
れ
て
い
る
従
業
員
の

四
人
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

酒
や
食
料
品
、
衣
料
品
、
ガ
ソ

リ
ン
や
肥
料
ま
で
た
く
さ
ん
の
品

物
を
扱
っ
て
い
る
の
で
忙
し
い
時

期
は
大
変
そ
う
で
す
。

　

祖
母
は
八
十
歳
を
越
え
た
の

に
、
今
で
も
自
分
で
軽
ト
ラ
ッ
ク

を
運
転
し
て
、
毎
月
隣
の
高
知
県

ま
で
注
文
と
り
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

大
変
だ
け
ど
お
客
さ
ん
と
話
を

し
た
り
笑
っ
た
り
す
る
事
が
、
祖

母
の
元
気
の
素
な
の
で
は
な
い
か

な
？
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う

や
っ
て
お
客
さ
ん
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

店
が
長
い
間
続
い
て
き
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

　

私
も
周
り
の
人
た
ち
や
友
達
に

思
い
や
り
を
持
っ
て
接
し
、
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
過
ご
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

は
じ
め
て
聞
か
れ
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
事
業
活
動
に
お

け
る
生
産
管
理
や
品
質
管
理
な
ど

の
管
理
業
務
を
円
滑
に
進
め
る
手

法
の
一
つ
に
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
」
と
い
う
用
語
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、Plan

（
計
画
）→D

o

（
実

行
）→Check

（
評
価
）→A

ction

（
改
善
）
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も

の
で
、
こ
の
四
段
階
を
繰
り
返
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
業
務
を
継
続
的

に
改
善
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
で

す
。
し
か
し
、
何
も
難
し
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
が
普
段

何
気
な
く
行
っ
て
い
る
仕
事
や
家

事
の
進
め
方
な
ど
、
日
常
的
な
局

面
に
も
活
用
で
き
る
考
え
方
な
の

で
す
。

　

こ
の
サ
イ
ク
ル
の
最
初
は
「
Ｐ

（
計
画
）」
で
、
こ
れ
か
ら
す
る
こ

と
を
細
か
く
分
解
し
て
考
え
ま

す
。
つ
ま
り
、
何
を
、
誰
に
対
し

て
、
な
ぜ
、
ど
れ
く
ら
い
、
い
つ

ま
で
に
、ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、

な
ど
を
考
え
ま
す
。

　

二
番
目
は
「
Ｄ
（
実
行
）」
で
、

Ｐ
（
計
画
）
で
考
え
た
こ
と
を
実

行
に
移
し
ま
す
。
こ
こ
で
大
切
な

こ
と
は
、
計
画
を
意
識
し
て
行
動

す
る
こ
と
と
、
後
で
評
価
で
き
る

よ
う
に
、
結
果
が
簡
単
に
分
か
る

よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
お
く
こ

と
で
す
。

　

三
番
目
は
「
Ｃ
（
評
価
）」
で
、

実
行
し
た
結
果
が
望
む
べ
き
も
の

だ
っ
た
か
、
そ
う
で
な
い
か
を
調

べ
て
、善
し
悪
し
を
判
断
し
ま
す
。

結
果
は
、
数
字
の
よ
う
に
誰
が
見

て
も
分
か
る
基
準
と
し
ま
す
。

　

四
番
目
は
「
Ａ
（
改
善
）」
で
、

善
し
悪
し
の
判
断
を
基
に
、
全
体

の
見
直
し
を
し
ま
す
。続
け
る
か
、

止
め
る
か
、
手
直
し
し
て
続
け
る

か
、
を
検
討
し
ま
す
。
こ
こ
で
大

事
な
こ
と
は
、
次
の
Ｐ
（
計
画
）

を
意
識
し
た
見
直
し
を
行
う
こ
と

で
す
。

　

以
上
が
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の

概
要
で
す
が
、
最
初
の
計
画
無
く

し
て
物
事
は
始
ま
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
、
自
分
な
り
自
社
な
り
の
計

画
を
じ
っ
く
り
と
考
え
、
経
営
計

画
書
を
作
成
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

商
工
会
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

嘱託専門指導員

宮岡　　稔

商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う


